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沖
縄
タ
イ
ム
ス
記
事

り
ま
す
と
、「
村
の
自
然
、
農
産
物
、

水
産
物
等
の
地
場
産
品
及
び
文
化
、

伝
統
芸
能
を
広
く
村
内
外
に
宣
伝
し
、

観
光
立
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

り
、
村
内
産
業
の
総
合
的
な
育
成
発

展
と
併
せ
て
村
民
の
親
睦
と
連
帯
感

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
お
ん
な
ま

つ
り
を
実
施
し
た
。」
と
あ
り
ま
す
。

村
内
の
ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
な
ど
、

各
事
業
所
で
も
様
々
な
催
し
物
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
実
施
要
項
に
よ
り
ま

す
と
、
陸
上
パ
レ
ー
ド
、
海
上
パ
レ
ー

ド
、
エ
イ
サ
ー
、
伝
統
芸
能
、
ミ
ス

恩
納
海
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト
、
農
産

物
や
海
産
物
、
花
木
の
展
示
即
売
会

な
ど
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

後
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
ま

で
は
海
び
ら
き
に
合
わ
せ
て
の
開
催

で
し
た
。

　

平
成
元
年
に
開
催
が
夏
へ
変
わ
り

ま
し
た
。
こ
の
年
は
夏
休
み
中
の
八

月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

七
月
、
八
月
の
夏
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
夏
ま
つ
り
と
し
て
定
着
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
う
ん
な
ま
つ
り
の
人
気

メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
「
地
域
振
興
鍋
（
恩

納
ナ
ベ
）」
の
牛
汁
で
す
が
、
こ
の
鍋

が
作
ら
れ
た
の
は
一
九
九
二
年
で
し

た
。
村
地
域
振
興
協
議
会
が
「
同
じ

鍋
の
飯
を
食
っ
て
連
体
を
深
め
、
村

の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
」
と
の
思

い
で
作
っ
た
そ
う
で
、
大
き
さ
は
直
径
三
、
二
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
六
十
五
㎝
、
重
さ
八
九
〇
キ
ロ
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
恩

納
ナ
ベ
」
の
牛
汁
は
一
九
九
四
年
ご
ろ
か
ら
う
ん
な
ま
つ
り

で
振
る
舞
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
こ
れ
を
楽
し
み
に

訪
れ
る
方
も
い
る
ほ
ど
の
定
番
と
な
り
ま
し
た
。

　

う
ん
な
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
村

内
の
小
中
学
生
の
作
品
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
作
品
に
よ
り
、
う
ん
な
ま
つ
り
の
楽
し
さ
、
華
や

か
さ
が
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
幸
喜
）

（
二
〇
〇
五
年
に
選
ば
れ
た
作
品
）
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